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人間文化学科
1専門教育科目の構成
1．人間文化学科の教育目的
　人間文化学科は、第一に、幅広い教養と深い専門性
を身につけることを目標とする。人間コース、歴史コー
ス、社会コースの3つのコースがあり、専攻したコー
スについて深く専門知識を習得するだけでなく、他の
2つのコースを学ぶことによって幅広い教養を身につ
けることができる。教養は生きていくうえで最も必要
とされる基礎的な知識である。変化の激しい社会を生
き抜くために、教養という確かな土台を構築してほし
いと考えている。
　第二に、人間文化学科では実践力を養うことを目的
としている。それぞれのコースで実施されるフィール
ドワークは、実際に現場に赴き、見て触れて働きかけ
ることによって理解を深めることを目的とする。実践
に裏打ちされた知識はとても役立つ教養なのである。

2．人間文化学科の特徴
　人間文化学科の最大の特徴は、卒業論文が必修であ
ることである。卒業論文を書き上げるために、2年生
から各コースの「専門科目」で専門知識を習得し、「演
習（ゼミ）」でさまざまな研究方法を学んでいく。4年
生の段階では、指導教員と個別に相談しながら、実際
に執筆していく。自らたてた問題について、解答を得
るための材料（資料）を集め、解読・解析して結論を
導き、説得的に文章を論理的にまとめるこの機会は将
来の財産になるものである。
　そして、教員免許（高等学校地理歴史、高等学校公民、
中学校社会）と学芸員（美術館や博物館で働くための
資格）を取得できることも特徴として挙げられる。こ
うした資格を取得するためには、所定の科目を履修す
るだけでなく、教育実習や博物館実習といった実習を
行わなければならない。資格取得のために努力するこ
とは、将来の進路を考える上できわめて重要なことで
ある。

3．教育課程の特色
　人間文化学科では以下の3つのコースがあり、その
専門分野は以下のようになっている。

　コース	 　　　　　　専門分野

人間コース	 言語学、宗教学、哲学

歴史コース	 日本史、東洋史、西洋史、日本美術史、	 	
　　　　　	 西洋美術史

社会コース	 社会学、経済学、地理学

　1年次〜2年次は、コース・専門分野を決定するこ
とを目標として履修をすすめていく。「基礎科目」群（1
〜2年次開設）で人文社会系の各分野から幅広く学び、
「基礎演習」群の「人間文化基礎演習」では、演習（ゼミ）
形式の科目を入門的に体験する。また、2年次から始
まる各コースの講義科目および演習科目を選択するこ
とにより専門知識を習得し、特に演習科目では本格的
な演習（ゼミ）形式の授業において研究方法を学ぶ。
　3年次は専門分野を深めることを目標とし、2年次

までに習得した幅広い教養をもとに、自らのコース・
専門分野を決定させ、4年次の卒業論文作成に必要な
知識を習得する。
　4年次は、今までの学習の集大成として卒業論文を
作成する。

2履修方法
◆卒業要件単位
　卒業するためには、以下の要件を満たし、合計124
単位以上履修しなければならない。

1）一般教育科目
　一般教育科目は32単位以上、履修すること。その
科目内訳は以下のとおり。
◉必修科目（計32単位）
1年次：	「キリスト教学Ⅰ」、「基礎演習」、「日本語演

習」、「自然科学入門」、「英語Ⅰ A・Ⅰ B」
を各2科目、「運動スポーツ論」

	 「ドイツ語ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB」または「フ
ランス語ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB」または「中
国語ⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB」

2年次：	「自然科学特論A〜G」のなかから1科目、
「総合コースA〜 J」のなかから2科目

3年次：	「科学技術論」
4年次：	「キリスト教学Ⅱ」

◉選択科目
1年次：	「情報処理」
2年次：	「英語Ⅱ」、「ドイツ語Ⅲ」、「フランス語Ⅲ」、

「中国語Ⅲ」
3年次：	「日本国憲法」
1〜4年次：	「シーズンスポーツ」
2〜4年次：	「スポーツ」

2）専門教育科目
　専門教育科目は以下のように合計92単位以上履
修すること。
	A.	　基礎科目群から、10科目20単位以上を履修す
ること。

	B.	「人間文化基礎演習」は、一般教育科目「基礎演習」
とは異なる教員の担当科目を１つ選択し履修する
こと。

C.	「人間コース」「歴史コース」「社会コース」から
１つの科目群を選択し、選択したコースの科目群
から講義科目を10科目 20単位以上履修するこ
と。また、選択したコースの科目群から演習科目
のⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ合わせて8単位履修すること。

	D.	「卒業論文演習Ⅰ」「卒業論文演習Ⅱ」「卒業論文」
を履修すること。

	E.	　上記A．〜D．で履修した以外の「専門教育科目」
のうち任意の科目を 34単位以上履修すること。
ただし、その中に『他学科の開放科目』『一般教育
科目の選択科目』、『学芸員に関する科目の中の
印の科目』ならびに『本学と協定を締結している
他大学の単位互換科目』を最大12単位まで含め
ることができる。
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◇演習科目の履修について
　同コース内の演習科目について、同一科目でも担
当教員が異なる場合には、時間割上可能な限りにお
いて重複履修を認める。なお、上記C．を超えて履
修した演習科目の単位は、上記 E．の「任意の専門
科目」として卒業要件単位に含めることができる。

◇その他
　A	．演習科目はゼミ形式でグループ・個人での発表を
伴う授業形態であり、授業時間外に情報収集や発表
資料作成の時間を多く要することとなることを踏ま
え、選択するコースを決めかねている場合を除いて
は、同一年度内に5科目以上履修するのは避ける
べきである。

　B	．学年ごとの履修は下表を参考に計画を立てること
がのぞましい。

＊演習科目：	「教育課程表」の各コース科目群の中で「○
○演習」と表記されている科目。

＊講義科目：	「教育課程表」の各コース科目群の中で演
習科目以外の科目。

＊単位互換科目：	単位互換制度によって、他大学の提供
した科目。

◉キャップ制について
　キャップ制とは、授業の予習や復習など教室外に
おいて学習する時間を考慮し、単位の過剰登録を防
ぐため、学期間・年間に科目登録できる単位の上限
を設ける制度である。
　１年度あたり修得できる単位数は、前期、後期そ
れぞれ28単位、通年で48単位を超えてはならない。
　なお、全学科において科目登録の上限に含めない
科目があるので、詳しくは、「5キャップ制」（P18）
を参照すること。

3取得できる免許と資格
　人間文化学科では、次の免許・資格を取得すること
ができる。取得方法については、「資格・免許」（P116
〜）を参照にすること。

教育職員免許状：	中学校教諭一種免許状（社会）	 	
高等学校教諭一種免許（地理歴史）	
高等学校教諭一種免許（公民）

資　　　　　格：学芸員

4教育課程表の記号について

目標 学年 履修モデル

コ
ー
ス
・
専
門
分
野
を
さ
が
し
て
、
決
め
る

１
年
次

基礎科目と人間文化基礎演習を履修する
・	基礎科目：１年次開講の科目から 10 〜 14 科目
を選択
・人間文化基礎演習（後期）
１年次開講のその他の科目から選択する（他学科
の開放科目および他大学の単位互換科目を含む）

２
年
次

基礎科目を履修する
・	基礎科目：1年次開講の科目から２〜４科目を選
択
選択するコースを決め、各コースの科目を履修す
る
・	各コースの講義科目：２年次開講の科目から４〜
８科目を選択

・演習科目：２年次開講の２科目
１〜２年次開講のその他の科目から選択する（他学
科の開放科目および他大学の単位互換科目を含む）

専
門
分
野
を
深
め
る

３
年
次

各コースの科目を履修する
・	各コースの講義科目：３年次以下の開講科目から
６〜１０科目を選択
・演習科目：３年次開講の２科目
１〜３年次開講のその他の科目から選択する（他学
科の開放科目および他大学の単位互換科目を含む）

卒
業
論
文
を
準
備

し
て
、
作
成
す
る

４
年
次

卒業論文の作成
・卒業論文演習：2科目
・卒業論文
１〜４年次開講のその他の科目から選択する（他学
科の開放科目および他大学の単位互換科目を含む）
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5教育課程表
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